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Fig.2 RepeatstudyofmyocardialSPECTimages.Thispatienthasper
fusiondefectsatanteriorandapexareasbutnodisto
rtionartifactsareseen.べきで
ある｡今回報告するタリウム心筋SPECT像に生じ
た歪みについて技術的立場から要因を考察した｡
症例説明症例は30歳男性で,
WPW 症候群及び Ebsteinsanomaly
と診断され,術後検査として安静時心筋SPECT を
依頼された｡Fig.1 に塩化タリウム 3mC
i 静注 10分後の断層像を示す｡装置は島津製ZLC/75対向形
ガンマカメラシステムでコンピュータはシンチパッ
ク 2400Sで凄)る｡コリメータは低エネルギ
ー高分解能を使用し60毎60ステップの3600収集法である
｡横断像にて斜め方向に像が歪んでいるのが観察さ
れた｡全投影画像を表示してみると43から60
番目 (LAO720から LPO840に相当)のデータが欠落していた｡原因は検出器の一方のカ
メラケーブル断線によるものであった｡その後 1検出器にて1800収
集法で再検査した｡Fig.2に示すように像の歪みは認められなかっ
なお心尖部から前壁にかけてタリウム集積欠損が存在していた｡ Fig.3
Simulationofdistortio
nartifactusingmyocard
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Fig.4 Theeffectofprojectiondatatakenover
limitedangularrange.ない
,30画像を用意する｡次に各画像毎に水平方向の
積算プロファイルデータを作成しそれを投影データとして核医学デ
ータ処理装置 (東芝製 GMS-55U)の高速再構成プログラムにより横断像を求
める｡歪みのシュミレーションとしてa(00-17
40),b(00-1440),C(0
0-1140)3種類の投影設定 (Fig3)で
再構成を試みた｡結果は Fig4に示すようにオリジナル像 と比
較すると投影数の減少に従って像の変形が増大した
｡投影数の不足による画像の歪みに関しては Budinger2),中沢ら3)も報告している｡今回
の症例の場合,心臓に近い側を回転した検出器の故障
のために歪みが強 く現われた｡もし反対側のデータ
が欠落した場合には放射線の体内吸収により余り影響がなかったかも知れない｡当院のSPECT装
置は収集中に投影画像を表示できないため,途中から 検出器の故障等でデータ
が
存在しない時に気が付かない｡装
置の定期点検 は不可欠であるが,日常ECT 収集終了時は全投影画像を表示してチェックすべきであると痛
感した｡文 献1)HarknessBA,RogersWL,C
linthorneNH,etal:SPECT:Qualitycontrolprocedur
esandartifactidentification.∫NucIMedTec
hnolll:55-60,1983.2)BudingerTF:Physicalatt
ributesofsingle-photontomography.JNucIMed21:579-
